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究用原子炉施設)
■ 用語解説 ■

JRR-3（Japan Research Reactor No. 3）は、独立行政法人日本原子力研究開発機構が持つ

研究用原子炉施設である。改造前の JRR-3 は初の国産研究炉で、1962 年 9 月に初臨界、熱

出力 10 メガワットであった。現行の新 JRR-3[1] は 1990 年 3 月の初臨界。熱出力は 20 メ

ガワット。所在地 茨城県那珂郡東海村白方白根 2-4。


